
陳情第22号

大仙市議会
議長 橋村 誠

2014■ 11月 18日

t誦齋墾儡
大仙市大山全谷町 l'■

'電話 0187 62‐11の

年全部1減の取りやめと最イエ保障年金制度の実現を求める陳情

日頃 地域lI民の生活i旬上と福祉増4^ご 尽力されていることに敬意を表します

日本の年全受論者の多数はこの所の生活必需品の値上がりで生活が吉しくなってい

ます。とくに一人暮らしの高蛉者の生活は蔵しさを増しています。

物価が上がればそれに応して■全を,き 上げ その給付水準を維持する [惨価スライ

トJの制度があるのに それをしないて■金を下げるl■組みが本格的に働き
'ど

めようと

しています

政府 口生労働省は この仕組みを債つてこの■30年 間■全を下げ● することを予

定しているだけでなく これをもつと厳しいものに改める見直しさえ進めようとしてい

ます.■ 全の,き 下げは 政

"が

すすめている 「経済の17‐循環J政 策にも逆行し 地域

経済と地方財政にも大きな打撃を与えます.

年金;き 下げは 高齢者だけの間題ではありません.賃 全の低下と

'1正

三労働者が増

えるなか 年収200万 円以下の安い賃金で働いている人がが1100万 人を超えてお

り わすかな基礎年全に菫る「来の高齢者の年全も心配されます

年全引き下|デのとりやめに高い者にとつて切真な嗜いです 将来の高齢者 つま,■

役の方々にとつても同様です また 国民の生存指を守る0を 国庫負担の 囁 国呆障年

登詢度
`も

欠かせません.

貴議会におかれましては以上の趣旨をご理解いただき 下記事項につき国に対し意見

害を提出してくださるようお願い申しあげます

陳情事■

1 年金閂減を取りやめ この先 00年 F・l年全を下チ続ける仕組みを廃止すること

2 全額国庫負担の 喉 低保障年金制度Jを 創設すること.

以 上


